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同窓会創立50周年の栄えある
年に、第50期ご卒業の皆様を同窓

会にお迎え出来ましたこと、心から
嬉しく思っております。

母校が第一期生をおくりだした年に同窓会
が発足しました。自らの校舎も校歌もない新
設校を卒業した私たちは、学校の全面的な支
援で同窓会として第一歩を踏み出しました。
私たちにとって同窓会は、故郷であり心のか
よう場であったように思います。当時母校の
先生方も卒業生のことについては一段と関心
を持たれ、何かと気を配って下さいました。
お陰で会もまとまりがあり、同窓会主催のス
キー教室など毎回数台のバスを貸し切って楽
しんだり、クリスマスのダンスパーティーな
ども盛況でした。

その後30年・40年と年を追うごとに同窓会
も変化しました。企業内に同窓生によるサー
クルが設立され、先輩による母校就職希望者
に対するガイダンス、クラブ活動指導など母
校への貢献活動も活発でした。現在では同窓

会として「南高校スポーツ・文化・福祉助成
制度」をつくり、在校生を支援しています。

これまで、卒業生は卒業と同時に全員が同
窓会に入会しましたので、同窓会発足以来毎
年100％の加入率でしたが、残念ながら今年
の加入率は50％にも満たない最悪の結果とな
りました。会としていろいろ反省すべきとこ
ろはありますが、個人情報保護法が大きく影
響したことは申すまでもありません。この結
果、会員以外の方は同期の仲間と会うすべを
失うことになります。連絡しようにも住所や
連絡先がわからないからです。この様な状態
がこれからも継続することは、母校に対する
思いや意識が薄れ、同窓会が取り組む「南高
校スポーツ・文化・福祉助成制度」そのもの
の意義も薄れることとなるでしょう。同窓会
は知恵を出してこの難局を乗り越えて行きた
いと思っています。母校の先生方をはじめ、
在校生、PTA、後援会の皆様、そして卒業生
の全面的なご支援とご協力を切にお願い申し
上げます。
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櫻の花びらが大岡川の川面を埋め尽くす花筏
の時期、4月17日の18時より上大岡ウイリン
グに於いて南高同窓会創立50周年記念事業発
起人会が開かれた。メンバーは各界で活躍す
る同窓生37名の他、同窓会理事23名が参加し
た。初めに松村同窓会長より同窓会の現状と
課題説明があり、今後のあり方の検討が述べ
られた。そして10月に予定されてる50周年祝
賀パーティの企画案説明があり、発起人代表
大場浪男氏（5期）、副代表大屋靖彦氏（6期）坂
倉徹氏（9期）島田紀子氏（12期）の4名が満場一
致で選出された。その後会場を移し懇親会が
開かれた。アルコールの量とともに50周年記
念事業に対する思入れやアイデアが飛び交
い、最後には南高時代の郷愁に花が咲いた。
10月の南高同窓会祝賀パーティーの成功を祈
って閉宴、解散となった。

南高同窓会50周年祝賀パーティー企画予定
日　時　平成18年10月14日（土）15時～17時
場　所 『ﾎﾃﾙ ｷｬﾒﾛｯﾄ・ｼ゙ ｬﾊ゚ ﾝ』西区北幸1ー11ー3
会　費　8,000円（振込み）
参加人員 500～600名

発起人代表大場氏の挨拶

激論飛び交う発起人会々場

懇親会　郷愁より食欲

１期平戸氏
乾杯の音頭
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南高を愛し、南高生を愛し、南高のお母様達
をも愛して下さった高橋先生へ

昭和47年発足以来34年間PTA合唱団を指導
してくださった高橋勝司先生が、3月13日未明
亡くなってしまいました。2月の末いつものよ
うにお稽古をして、「また、来週南高で待って

ますね」と、お別れしたままとなってしまい
ました。

先生は、南高の音楽教諭として子供達の音
楽の感性を豊かにすることに情熱を傾け、そ
して、私達お母さん達にも共に「歌う」と言
う事で人生そして心を豊かにすることのお手
伝いをしてくださいました。

毎週木曜日、南高ホールに来られると先生
はまず、私達の顔を見回します。お稽古に来
ている一人ひとりの顔を見て安心するかのよ
うに。きっと子供たちにもそのように接して
くださっていたのでしょう。演奏前のとても
厳しいお顔、しゃれを言いながらの笑顔、ち
ょっとはにかむ少年のような微笑、いろいろ
な先生を思い出します。でも一番思い出すの
は、朗々と指揮をしている先生の姿です。

ありがとうございました。

高橋勝司先生に　哀惜をこめて捧ぐ　　　　　PTA合唱団団長　 岩h京子

1995年秋、我ら4組本間級のクラス会を終え
三次会まで居残った連中が、バーボンの成せ
る技か、山形の一言に即座に反応したことで
事が急速に進んで行くことになりました。そ
の一言とは「今年で40歳に突入。18期全体の
同期会をやろうよ。今なら体力的にも社会的
にも融通が効くからさ。まず各クラスの連絡
網を整備しよう。50歳ではきついぜ！」で、
いきなり盛り上がり、翌年の10月19日に第１
回の18期会を開催することが出来ました。今
思えば準備までの半年間は、ほとんど南高の
文化祭「舞台、展示、体育の部」の準備とオー
バーラップするようで、幹事会全員が一つの
目標に突き進んだ南高時代と同様なフットワ
ークを見せ、暫し共有感覚に酔いしれました。

あれから4年ごとに開催するようになり、各
クラスの連絡網や住所録等も、当初はMac版
のEXCEL・File Maker proで管理してました
が、Win版でも出来るようになり、携帯電話
はもちろん、メールの普及により連絡の効率
は飛躍的に向上しました。また会場での記録
のための撮影機材も、96年当時はデジカメは
極少数で、8ミリビデオもアナログが主流でし
た。現在は携帯で十分事足りる時代です。凄
いもんです。パソコンの普及に伴い我が18期

南高18期会事始め顛末記　　 18期同期会　幹事会代表　山形和弥

も2000年5月からHPを立ち上げ、同期会の写
真も数日後にはＵＰ出来るようになり、日常
は掲示板でのやり取りと五十の手習いを一応
しております。

ここに2004年10月30日の第3回18期会の写真
を掲載いたします。会場は伊勢佐木町の「パ
セラ・リゾート」。約130名が集まり、二次会
も同ビルの別会場で行い大盛況でした。

次回第4回は、2008年北京オリンピックの年
です。18期会幹事会はすでに次回の準備を、
蒔田商店街の同期生の店「美○」で始めまし
た。日時と会場をこれから検討に入ります。
次回機会がありましたらまたご報告します。
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5月14日（土）、横浜の崎陽軒を会場に第2回
の19期同期会を開催いたしました。今年度は
卒業30年にあたっており、40代最後の年を迎
える140名の仲間が会場に勢揃いしました。4
組の担任の伊藤先生、5組担任の田中先生、9
組担任の小泉先生、副担任の松下繁雄先生、
サッカー部顧問の葛野先生にもご参加をいた
だき、大変にぎやかで和気藹々とした会合と
なりました。恩師の皆様の挨拶も昔を彷彿さ
せる口振りで、30年（5年）ぶりの学年集会の様
相を呈していました。（生徒の方も聞く者あり、
また聞かぬ者ありで昔と変わりませんが。）学
年主任であった藤尾先生は、耳がご不自由で
あるとのことでご出席はいただけなかったも
のの、丁重なお手紙をいただきました。あり
がとうございました。

19期同期会報告　 文責：菱刈範之

昨今ネット等を見ると、同窓会幹事代行サ
ービスなどもあるようです。昔を懐かしんで
みるものの、なかなか幹事を引き受ける人材
が少なく開催に至らないのが実情のようです。
幸いにも我が期は、代表幹事の成川くんの人
徳で5年に一度の開催が約束されています。3
時間があっという間に過ぎた一次会の最後に、
平成22年、第3回の再会を約束してクラスごと
の二次会に向かいました。

最後になりましたが、会費の一部を19期同
期会として「南高校スポーツ・文化・福祉振興
助成制度」に寄付をさせていただきました。今
後も南高校同窓会の一員として、19期の親睦
を図るとともに在校生の支援に努めてまいり
たいと思います。

好きの気持ち?みなとから始めよう? 「 SEA EXPRESS 」

僕らは今、横浜を中心に二人組の音楽ユニ
ットとして活動しています。結成のきっかけ
は、南高の文化祭。3年の舞台の部で、初めて
2人で演奏して、体育館中からもらった大歓声
と拍手。これがきっかけでSEA EXPRESSは
結成されました。

毎週金、土の横浜駅前での路上ライブや、
CDリリース、FMyokohama84.7やTVKへの出
演など、横浜を中心に地道に活動してきました。

毎週末の横浜路上は、天候や様々なトラブ
ルで数曲しか演奏できないこともあります。
そのたった数曲を聴きに、東京から、千葉か
ら、埼玉から。路上ライブのためだけに駆け

つけてくれる方も増えてきました。「このライ
ブのために一週間仕事してる」「元気をもらっ
たよ、ありがとう」そんなうれしいメッセージ
もいただくようになり、支えられ、励まされ
てこれまで頑張ってきました。そんな僕ら
SEA EXPRESSが、横浜で他に類を見ない大
きなコンサートを行います。7月2日(日)"神奈
川県民ホール"での単独コンサート。タイトル
は「 好きの気持ち?みなとから始めよう? 」神
奈川県民ホールを"好き"の気持ちで一杯にした
い・・・そんな二人の思いが込められていま
す。メジャーデビューもしていない、僕らの
ようなインディーズのアーティストがホール
で単独公演を行うのは異例なのです。オーケ
ストラや吹奏楽部のコンサートならば、団員
の家族だけでも相当な人数ですが、メンバー
は僕ら二人のみ。一人でも多くの方に聞いて
もらいたい！と毎週路上で歌っています。ど
こかでSEA EXPRESSの名前を見つけたら、

「おっ、南高生頑張ってるなぁ」と思ってもら
えると嬉しいです。そして、ぜひ一度SEA
EXPRESSの歌を聞いてみてください。

先日リリースされた初のフルアルバム
「SMILE&MUSIC」が、新星堂上大岡店、横浜
JOINUS店にも置かれています。7月2日の神奈
川県民ホールでのコンサート、次の日からも
笑顔で過ごせるような、そんなパワーに溢れ
た素敵なライブにします！ＨＰもありますの
で、ぜひ気軽に遊びにきてください！

SEA EXPRESS    official web site
http://www.sea-express.com/(PC)

Vocal 達見 恵（44期元バレー部）
Piano 佐野宏晃（44期元吹奏楽部）

「SEA EXPRESS」



平成18年度教職員移動

2005年度（平成17年度）同窓会表彰

氏　名 学・組 部 表　彰　内　容

荒井遼太郎 弓　道　部 平成17年度国民体育大会遠的第8位

紀平　　優 3年2組 陸上競技部 平成17年度関東高等学校陸上競技大会走高跳出場

宮本　隆志 2年4組 陸上競技部 平成17年度関東高等学校陸上競技大会走幅跳出場

個人表彰

団体表彰　
●弓道部　第49回全国高等学校弓道大会男子団体戦出場
●平成17年度関東高等学校陸上競技大会　4x100mリレー出場

紀平　優（3/2）宮本隆志（2/4）真崎豪太（3/3）大井戸康介（3/4）

本年度、スポーツ部門で顕著な成績を収めた現役生徒の栄誉を称え、同窓会より表彰されました。

2005年度（平成17年度）同窓会表彰

●着任された教職員
副校長 永野　和行　市立横浜総合高等学校より　
国語科 井上　大司　市立桜丘高等学校より
地歴公民科 平田　成一　市立横浜商業高等学校より
地歴公民科 古谷　信隆　市立金沢高等学校より
数学科 矢尻えみ子　市立桜丘高等学校より　
理　科 菅　　礼子　市立金沢高等学校より
保健体育科 山下　賢美　新任
保健体育科　　勝山　宏美　臨任
芸術科（書道） 大谷　育子　市立戸塚高等学校より
英語科 乾　みさを 市立横浜商業高等学校より
英語科 大熊　準矢　市立桜丘高等学校より
英語科 栗原　順子　市立金沢高等学校より
家庭科 酒匂　千鶴　市立東高等学校より
情報科 鈴木　俊夫 市立横浜総合高等学校より
技術員 山崎　知子　市立桜丘高等学校より
英語科 菊野　芳子　臨任

●転出された教職員
副校長　田村　泰行　市立東高等学校へ
英語科　市来　康人　市立桜丘高等学校へ
英語科　宮崎　玲子　市立金沢高等学校へ
家庭科　池田　千永　市立東高等学校へ
地歴公民科 小川名洋一　市立みなと総合高等学校へ
国語科 小松　　裕　市立桜丘高等学校へ
地歴公民科 杉山　伸次　市立金沢高等学校へ
芸術科（書道） 三國喜美代　市立桜丘高等学校へ　
理　科　荒木　英之　市立金沢高等学校へ
保健体育科 斎藤　敏秀　横浜市教育委員会へ
数学科　大黒　栄子　市立金沢高等学校へ
情報科 石原　直人　県立大師高等学校へ
技術員 安田　政子　市立太田小学校へ

平成18年度教職員移動

在職中、同窓会の皆様には大変お世
話になりました。本当にありがとうご
ざいました。2年間という短い期間で
したが非常に充実していました。今、

市立高校は、科学技術高校をはじめとして
大きな岐路に立っています。その中で南高校をさ
らに飛躍させるためにも、同窓会の今まで以上の
ご支援、ご協力をお願いいたします

退任にあたって　前副校長　田村泰行　

4月1日、南高校に着任しました永野
です。どうぞよろしくお願いします。

新任の体育教師として、桜丘高校を
スタートに港商業高校、港高校、横浜

総合高校を経て、5校目の高等学校勤務となりま
す。（副校長としては2校目）。
高校改革が進む中、「南高校こそ横浜を代表する

高等学校」にと思っています。
どうぞ、一層のご支援、ご協力をお願いいたしま
す。

着任にあたり　　副校長　　永野和行　

役　　　職 分　　　掌 期 氏　　　名
会　　　長 統　　　括 1 松村　祥男
会長　代理 会 長 補 佐 5 小後摩　基
副　会　長 事 務 総 括 7 田代　　稔
副　会　長 行 事 総 括 13 桐生　秀昭
代表理事・事務長 総　　　務 14 菊地　晶江
理　　　事 総　　　務 1 阪柳　定男
理　　　事 行　　　事 5 大橋　一博
理　　　事 会 員 支 援 6 鈴木　　豊
代表　理事 行　　　事 6 蒲谷　壽昭
代表　理事 学 生 支 援 6 山野井正郎
代表　理事 会員支援・行事 7 保阪　　努
理　　　事 会 員 支 援 10 岩田　　力
代表　理事 広　　　報 10 工藤　昌代

同窓会役員紹介
役　　　職 分　　　掌 期 氏　　　名
理　　　事 広　　　報 12 青木　幸夫
代表　理事 経理・広報 13 岩本しのぶ
理　　　事 行　　　事 13 尾崎　由朗
理　　　事 総務・行事 14 井上　幸子
理　　　事 広　　　報 18 山形　和弥
理　　　事 総　　　務 19 菱刈　範之
理　　　事 会 員 支 援 20 武山　　繁
理　　　事 行　　　事 23 比留川秀一
理　　　事 行　　　事 43 田村　勇人
理　　　事 広　　　報 45 只木　　聡
会計　監査 26 粕谷　正伸
会計　監査 14 樋口　勝軌

南高同窓会新URL


